
www.city.saitama.lg.jp/gikai/

定例会
6月
令和8年

ロクマル＝60   6 0人の議員は市民の代表。さいたま市議会の動きをコンパクトに伝えます。

市議会だよりさいたま｜No.108 2026.8.1

「議案外質問」ってなんだろう？
身近な困りごとやまちの将来について議論する
「議案外質問」をご紹介します。

ぎ あ ん が い



A.A.A.A.
A.A.
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なお、さいたま市議会には、６つの
常任委員会が設置されており、予
算委員会を除く５つの常任委員会
で議案外質問が行われています。

Q.さいたま市議会の
「議案外質問」の特徴は？

Q.「議案外質問」は委員会における
他の活動と違いはあるの？

日々の議員活動を通して把握した地
域課題や、その時点で話題となって
いる社会的問題などをテーマ
に行われることが多く、議案外
質問の特徴となっています。

分野別に設けられた委員会では、左の図のように本会議から付
託された議案や請願などについてきめ細かな審査を行っていま
す。これとは別に、その委員会が所管する分野の範
囲内で幅広く質問が行われるのが議案外質問です。

議案審査議案審査
市が提出した
条例・予算などの
議案を審査

所管事務調査所管事務調査
委員会が担当する
分野の行政運営を
　調査研究※

請願審査請願審査
市民から寄せられた
要望（請願）を審査

議案外質問議案外質問
市政全般の課題について

質問・提案

Q.そうした心掛けが、実際には
どんな質問につながっているんでしょうか？

各委員会の紹介は、11ページをご覧ください。

委員会日程を知りたい
議案外質問は各委員会で行われます。
くわしい日程は、市議会ホームページ
から確認することができます。

議案外質問の内容を確認したい
会議録検索システムで過去
の会議録を確認できます。

議案外質問を傍聴したい
実際に委員会を傍聴
することができます。

●給食費の負担軽減策
●小学校体育館の空調整備
●放課後児童クラブの空き状況

子
ど
も
文
教
委
員
会

●国民健康保険の資格確認書の交付
●さいたま市域の病床数の状況
●介護士の人材確保

保
健
福
祉
委
員
会

●通学路の安全対策
●公園の整備状況
●集中豪雨対策

ま
ち
づ
く
り
委
員
会

●物価高対策・家計負担軽減策
●災害に強いまちづくり
●商店会への「防犯カメラ」設置の助成

総
合
政
策
委
員
会

●家庭ごみの収集所の設置
●自転車の交通安全
●スポーツ施設の整備

市
民
生
活
委
員
会

◉くわしい内容は、こちらをご確認ください。

Q.「議案外質問」って
なんですか?

５つの常任委員会では、市
民の皆さんの生活に身近
なテーマについて、様々な
質問が行われ
ています。

◉委員会の主な活動

※ 5つの常任委員会では、あらかじめ研究テーマを定め、年間を通して調査研究活動を
 行っており、これもさいたま市議会の特色ある活動の一つとなっています。

議案外質問にご注目いただき、ぜひ委員会の活動をチェックしてください。

市民の皆さんの身近な事柄について
専門的な視点から質問をしています

本会議の質問と
内容が重複しないように

しています

地域の声を
反映させるように
質問しています

相談を受けたら
時間を置かずに対応・質問するように

心掛けています

Q.「議案外質問」をする際に
心掛けていることは？

議員の皆さんに
実際に心掛けていることを
聞いてみました!

議員の皆さんに
実際に心掛けていることを
聞いてみました!

議案外質問は、委員会の活性化などを目的に平成16
年から始められた、さいたま市議会の特色ある活動の
一つです。通常、委員会審査日程の２日目に行われ、議
員は、あらかじめ定められた時間内で質問を行います。

日頃から、所属する委員会の
情報収集に努め、質問しています

市の課題を掘り下げる

“プラスアルファの議論の場”

「議案外質問」って   　　　　　
なんだろう？

ぎ あ  ん が  い

さいたま市議会では、提出された議案や請願の審議・審査だけでなく、
市民生活にかかわる様々な課題について幅広く議論が行われています。

その一つに、常任委員会で行われる「議案外質問」があります。
今回は、身近な困りごとや、まちの将来にかかわるテーマについて、
リアルタイムな議論が繰り広げられる「議案外質問」をご紹介します。

私
た
ち
は
、
こ
の
た
び
の
６

月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
第

23
代
議
長
並
び
に
第
23
代
副
議

長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
。
大

変
光
栄
に
思
う
と
同
時
に
、
そ

の
職
責
の
重
さ
に
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
お
り
ま
す
。
歴
代

正
副
議
長
並
び
に
議
員
各
位
が

築
い
て
こ
ら
れ
た
伝
統
を
継
承

し
な
が
ら
、
市
民
の
負
託
に
応

え
る
べ
く
、公
正
・
公
平
な
議
会

運
営
を
心
が
け
て
ま
い
り
ま
す
。

本
市
は
1
3
6
万
人
を
超
え

る
大
都
市
と
し
て
発
展
を
続
け

る
一
方
、
少
子
高
齢
化
の
進
行

や
医
療
・
介
護
需
要
の
増
加
、

防
災
・
減
災
対
策
な
ど
、
様
々

な
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

市
議
会
と
し
て
も
、
時
代
の
変

化
に
柔
軟
に
対
応
し
な
が
ら
、

地
域
課
題
の
解
決
と
市
民
の
皆

様
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま
ち

づ
く
り
に
全
力
で
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、「
市
民
の
た
め
の
議

会
」
と
い
う
原
点
を
大
切
に
し
、

市
政
の
監
視
・
評
価
を
は
じ
め
、

議
会
機
能
の
充
実
と
不
断
の
議

会
改
革
を
進
め
、
円
滑
な
議
会

運
営
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
市
議
会
に
対
す
る
一
層
の

ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議 長  高子  景
たか けいこ

副議長 添野ふみ子
そえ この

就任あいさつ
議長・副議長
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クローズアップ

このほかの議案などの審議結果は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

議員の
市の

6月定例会「一般質問」ダイジェスト

新庁舎整備、市立小・中・特別支援学校の空調設備の
整備・更新、国の補正予算に伴う物価高対策の実施
などに要する経費について、市長から令和8年度補正
予算議案が提出され、可決されました。

議案第108号　令和8年度さいたま市一般会計補正予算（第1号）　ほか4議案

令和8年度補正予算議案

●所在地　桜区大字上大久保字東639番9ほか
＊スポーツシューレ…シューレとはドイツ語で「学校」を意味する言葉であり、スポーツ施設やクラブハウス、研修・宿泊設備などを総合
的に併せ持つ施設のこと。

＜主な事業＞
●新庁舎整備の実施設計、建設工事の技術協力者選
定およびさいたま新都心バスターミナルの解体等

●市立小・中学校などの空調設備の新設および更新
について、アドバイザリー業務の実施
●福祉関連施設などへの事業継続に向けた支援金の給付、中小企業者などへの設備の導入費用補助

議員から次の意見書案が提出され、いずれも可決されました。

議員提出議案第3号　住まいの安定と居住支援の抜本的強化を求める意見書　ほか2議案

市議会から国へ意見書を提出

●住まいの安定と居住支援の抜本的強化を求める意見書
●全てのケアラーに対する包括的な支援と法的枠組みの整備を求める意見書
●脳脊髄液漏出症患者の救済に向けた支援体制の充実を求める意見書

（仮称）さいたまスポーツシューレ推進施設の用地を取得するための議案が提出され、可決されました。

議案第127号　財産の取得について（（仮称）さいたまスポーツシューレ推進施設用地）

スポーツシューレ*推進施設の用地取得

新庁舎鳥瞰イメージ（北東から南西を望む）
※基本設計取りまとめ時点（令和8年4月）

難聴者が安心して日常生活を営むために有用な補聴器について、経済的負担の軽減を図るため、市執
行部に対して、補聴器の利用による効果や補聴器の活用と認知症予防との関連性、医学的知見による
認定方法などについても考慮の上、難聴者への補聴器購入費助成制度の導入について検討を進めるこ
とを求める決議案が保健福祉委員会から提出され、可決されました。

委員会提出議案第1号　難聴者への補聴器購入助成制度の導入を求める決議

難聴者への補聴器購入助成制度の導入を

令和8年6月定例会（6月3日～6月26日／会期24日間）

6月定例会で審議された議案　市長提出議案38件、議員提出議案3件、委員会提出議案1件／合計42件

ちょうかん
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すべての質問の様子は、右の二次元コード
から、インターネット議会中継（録画配信）
でご覧になれます。

の
数
値
と
認
識
し
な
が
ら
、
財
政
運

営
を
行
っ
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
施

設
の
建
設
時
に
、
減
価
償
却
費
で
考

え
た
場
合
に
毎
年
ど
の
程
度
の
負
担

に
な
る
か
認
識
し
た
う
え
で
投
資
の

可
否
を
判
断
す
る
こ
と
が
、
有
効
な

活
用
方
法
の
一
つ
と
考
え
る
。

基
金
に
依
存
し
な
い
予
算

編
成
が
望
ま
し
い
と
考
え

る
が
、
今
後
、
様
々
な
事
業
が
控
え

る
中
、
市
税
を
中
心
に
自
主
財
源
の

確
保
は
も
と
よ
り
、
も
っ
と
国
庫
補

助
金
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

今
年
度
の
国
庫
補
助
金
は
、

一
般
会
計
で

228
億
円
で
あ

り
、
社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
は

約
44
億
円
、
防
災
・
安
全
交
付
金
は

約
36
億
円
と
、
事
業
の
進
捗
に
合
わ

せ
て
予
算
計
上
し
て
い
る
。
こ
う
し

た
中
、
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
に

よ
り
、
補
助
率
の
高
い
都
市
構
造
再

編
集
中
支
援
事
業
を
約
３
億
円
活
用

す
る
な
ど
の
取
組
を
行
い
、
ま
た
、

地
域
未
来
交
付
金
の
地
域
未
来
推
進

型
は
、今
年
度
か
ら
東
日
本
連
携
事
業
、

盆
栽
産
業
創
生
事
業
な
ど
に
約
１
億

市
民
目
線
に
よ
る
＊
U
I

／
U
X（
わ
か
り
や
す
さ
・

使
い
や
す
さ
）の
視
点
を
業
務
プ
ロ
セ

ス
改
革
に
ど
う
反
映
し
、
わ
か
り
や

す
く
使
い
や
す
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

実
現
し
て
い
く
の
か
。

窓
口
手
続
き
の
オ
ン
ラ
イ

ン
化
を
推
進
し
、
オ
ン
ラ

イ
ン
申
請
の
利
用
率
向
上
の
た
め
、

利
用
者
で
あ
る
市
民
や
現
場
職
員
の

声
を
継
続
的
に
収
集
・
分
析
し
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
の
画
面
や
手
続
き
の

導
線
な
ど
に
つ
い
て
も
、
見
や
す
さ
・

使
い
や
す
さ
の
観
点
か
ら
見
直
し
て

い
く
こ
と
が
重
要
で
、
引
き
続
き
改

善
を
繰
り
返
し
行
っ
て
い
き
た
い
。

ま
た
、
こ
う
し
た
視
点
を
庁
内
に
浸

透
さ
せ
る
た
め
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を

積
極
的
に
活
用
し
、
利
用
者
の
視
点

に
立
っ
た
、課
題
解
決
型
の
企
画
立
案
、

業
務
改
善
が
で
き
る
デ
ジ
タ
ル
人
材

の
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
市
の
一
般
会
計
は
企
業

会
計
と
異
な
り
、
予
算
編

成
や
事
業
評
価
に
減
価
償
却
費
を
含

め
た
コ
ス
ト
評
価
が
さ
れ
て
い
な
い
。

発
生
主
義
会
計
の
視
点
で
、
事
業
の

総
コ
ス
ト
を
活
用
す
べ
き
で
は
。

減
価
償
却
費
や
資
産
・
負

債
を
見
え
る
化
し
、
現
行

制
度
を
補
完
す
る
た
め
に
地
方
公
会

計
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。
実
質
公

債
費
比
率
な
ど
の
指
標
と
と
も
に
、

個
々
の
施
設
の
減
価
償
却
費
も
含
め
、

新
公
会
計
の
財
務
書
類
に
つ
い
て
も

財
政
状
況
の
多
角
的
な
把
握
の
た
め

一
般
質
問

21
人
の
議
員
が
、
市
政
に
対
す
る
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。

質
問
の
一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

新
井
森
夫
／
大
貫
田
鶴
子
／
川
村　

準

江
原
大
輔
／
佐
藤
真
実
／
佐
藤　

潤

吉
田
一
郎
／
堀
川
友
良
／
尾
上
貴
明

三
神
尊
志
／
萩
原
章
弘
／
佐
々
木
郷
美

池
田
め
ぐ
み
／
中
山
淳
一
／
吉
田
一
志

斉
藤
健
一
／
西
山
幸
代
／
川
崎
照
正

佐
藤
征
治
郎
／
津
和
野
眞
佐
子

竹
腰　

連

市
の
政
策
・
行
財
政

市
民
に
わ
か
り
や
す
く
使
い
や
す
い

行
政
サ
ー
ビ
ス
を

一
般
会
計
の
予
算
編
成
な
ど
に

発
生
主
義
会
計
の
視
点
を

質
問
者�

※
質
問
順

予
算
編
成
に
当
た
り

国
庫
補
助
金
を
積
極
活
用
し
て
は

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
の
画
面
な
ど
に
つ
い
て

見
や
す
さ
・
使
い
や
す
さ
の
点
か
ら
見
直
し
が
重
要

＊ UI（ユーザーインターフェイス）／UX（ユーザーエクスペリエンス）
市民が行政サービスを円滑に使える仕組み全体のこと／行政サービス
を利用して得られる体験全体のこと 
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議員の
市の

6月定例会「一般質問」ダイジェスト

円
の
活
用
が
可
能
と
な
っ
た
。
今
後

も
積
極
的
な
活
用
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

大
宮
盆
栽
村
は
、
昨
年
開

村
100
周
年
を
迎
え
た
。
こ

の
節
目
に
当
た
り
、
様
々
な
記
念
事

業
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の
成
果
と

次
の

100
年
に
向
け
た
市
の
取
組
に
つ

い
て
伺
う
。氷

川
神
社
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
に
は

約
5
万
2
0
0
0
人
が
来
場
し
、
大

宮
盆
栽
美
術
館
に
は
、
開
館
以
来
2

番
目
に
多
い
年
間
約
7
万
9
0
0
0

人
が
来
館
し
た
。
次
の

100
年
に
向
け

て
は
、
盆
栽
園
の
減
少
な
ど
の
喫
緊

の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
、「
大
宮
盆

栽
振
興
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」を
改
定
し
、

今
後
の
施
策
の
方
向
性
を
整
理
し
た
。

ま
た
、
大
宮
盆
栽
村
の
振
興
を
専
任

す
る
組
織
の
設
置
と
と
も
に
、
盆
栽

振
興
庁
内
検
討
会
議
を
立
ち
上
げ
た
。

こ
れ
に
よ
り
、
早
期
に
着
手
で
き
る

施
策
か
ら
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

推
進
し
て
い
き
た
い
。

災
害
時
に
支
援
が
必
要
な

高
齢
者
や
障
が
い
者
は
市

内
に
約
3
万
人
い
る
が
、
個
別
避
難

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
は
約
1
0
0
0

件
に
と
ど
ま
る
。
実
効
性
あ
る
避
難

体
制
を
ど
う
構
築
す
る
か
、
見
解
は
。

本
市
で
は
今
年
度
か
ら
、

福
祉
専
門
職
が
個
別
避
難

支
援
プ
ラ
ン
の
作
成
に
参
画
す
る
モ

デ
ル
事
業
を
開
始
し
た
。
プ
ラ
ン
の

作
成
に
当
た
り
、
福
祉
専
門
職
が
介

護
や
障
が
い
な
ど
の
基
本
的
な
情
報

を
把
握
し
て
い
る
た
め
、
主
に
避
難

支
援
者
の
選
定
や
避
難
先
な
ど
を
、

避
難
行
動
要
支
援
者
と
相
談
し
な
が

ら
作
成
す
る
。モ
デ
ル
事
業
は
、適
宜
、

実
施
状
況
な
ど
を
検
証
す
る
こ
と
と

し
て
お
り
、
検
証
に
よ
り
抽
出
し
た

課
題
な
ど
を
踏
ま
え
、
部
局
横
断
的

な
体
制
で
改
善
を
図
り
、
プ
ラ
ン
作

成
の
推
進
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

若
年
女
性
の
支
援
は
、
相

談
、
居
場
所
、
伴
走
支
援

の
3
つ
が
揃
っ
て
初
め
て
機
能
す
る
。

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
若
年
女
性
が

孤
立
し
な
い
た
め
の
支
援
体
制
を
ど

の
よ
う
に
強
化
し
て
い
く
の
か
。

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
女

性
か
ら
の
相
談
に
つ
い
て
、

現
在
、
電
話
相
談
を
実
施
し
、
様
々

な
問
題
に
対
応
し
て
い
る
。
困
難
な

問
題
を
抱
え
る
女
性
が
孤
立
し
な
い

た
め
に
は
、
相
談
し
や
す
い
環
境
や

安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
づ
く
り
、

行
政
手
続
き
な
ど
の
同
行
支
援
や
地

域
定
着
の
た
め
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
と

い
っ
た
伴
走
支
援
が
重
要
で
あ
る
。

そ
う
し
た
支
援
を
実
施
す
る
に
は
、

行
政
と
専
門
性
や
柔
軟
性
を
有
す
る

民
間
団
体
が
、
協
働
す
る
こ
と
が
ま

さ
に
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
今
後

も
民
間
団
体
と
の
一
層
の
連
携
強
化

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

本
市
は
い
か
な
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
や
排
外
主
義

も
許
さ
な
い
と
い
う「
反
ヘ
イ
ト
ス

ピ
ー
チ
宣
言
」を
明
確
に
発
信
す
べ
き

で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
市
の
見

解
を
伺
う
。ヘ

イ
ト
ス
ピ
ー
チ
は
、
法

務
省
が
類
型
と
し
て
、「
特

定
の
民
族
や
国
籍
の
人
々
を
、
合
理

的
な
理
由
な
く
、
一
律
に
排
除
・
排

斥
す
る
こ
と
を
あ
お
り
立
て
る
も

の
」な
ど
の
3
点
を
例
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
言
動
に
よ
り
他
者
を
攻

撃
す
る
こ
と
は
、
相
手
の
尊
厳
を
傷

付
け
る
だ
け
で
な
く
、
差
別
意
識
を

生
じ
さ
せ
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て

許
さ
れ
な
い
も
の
で
あ
る
。
本
市
に

お
い
て
、
法
務
省
が
例
示
す
る
ヘ
イ

ト
ス
ピ
ー
チ
の
事
案
が
生
じ
た
場
合

は
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
発
出
を
含
め
、

市
長
に
よ
る
毅き

ぜ
ん然
と
し
た
対
応
を

行
っ
て
い
く
。 

困
難
な
問
題
を
抱
え
る
若
年
女
性

ど
の
よ
う
に
支
援
を
強
化
す
る
の
か

ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
を
許
さ
な
い

反
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
宣
言
の
発
信
を

個
別
避
難
支
援
プ
ラ
ン
の
作
成

実
運
用
に
向
け
た
取
組
は

開
村
100
周
年
記
念
事
業
の
成
果
と

次
の
100
年
に
向
け
た
取
組
は

昨
年
開
村
100
周
年
を
迎
え
た
大
宮
盆
栽
村
の
街
並
み

次
の
100
年
に
向
け
た
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
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高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援

法
の
目
的
は
、
こ
の
障
害

へ
の
理
解
浸
透
と
、
差
別
や
偏
見
の

解
消
に
あ
り
、
市
内
の
事
業
主
へ
法

律
に
つ
い
て
の
周
知
徹
底
と
研
修
、

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
整
備
を
求
め
る
。

高
次
脳
機
能
障
害
者
の
社

会
復
帰
や
就
労
に
当
た
っ

て
は
、
法
律
の
事
業
者
へ
の
周
知
、

職
場
で
の
研
修
な
ど
を
行
い
、
高
次

脳
機
能
障
害
へ
の
理
解
を
深
め
て
い

た
だ
く
こ
と
が
大
変
重
要
で
あ
る
。

毎
年
８
月
の
大
宮
図
書
館
に
お
け
る

普
及
啓
発
イ
ベ
ン
ト
開
催
の
ほ
か
、

今
年
度
は
、
新
た
に
高
次
脳
機
能
障

害
者
支
援
法
を
周
知
す
る
チ
ラ
シ
を

作
成
し
、各
区
役
所
な
ど
に
配
布
し
た
。

ま
た
、
事
業
者
向
け
に
、
同
法
の
周

知
や
障
害
特
性
に
関
す
る
研
修
の
実

施
、
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
改
定
・
配
布

を
予
定
し
て
い
る
。

少
子
化
が
進
む
中
、
キ
ャ

リ
ア
と
出
産
の
二
者
択
一

に
悩
む
働
く
女
性
の
選
択
肢
を
広
げ

る
た
め
、
社
会
的
理
由
に
よ
る
卵
子

凍
結
へ
の
助
成
を
行
う
べ
き
と
考
え

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

国
に
お
い
て
、
卵
子
凍
結

に
よ
る
妊に

ん
よ
う孕
性
温
存
等
に

係
る
課
題
検
証
の
モ
デ
ル
事
業
の
開

始
に
際
し
、
実
施
要
綱
が
示
さ
れ
た
。

本
モ
デ
ル
は
広
域
的
な
規
模
の
調
査

研
究
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、
補
助

金
交
付
対
象
の
実
施
主
体
は
都
道
府

県
と
さ
れ
て
い
る
。
現
在
、
国
に
よ

る
調
査
研
究
の
途
上
段
階
に
あ
る
背

景
を
踏
ま
え
、
市
独
自
で
費
用
助
成

を
実
施
す
る
段
階
で
は
な
い
と
考
え

て
い
る
が
、
引
き
続
き
情
報
収
集
を

行
い
、
県
へ
事
業
実
施
を
働
き
か
け
、

県
が
実
施
す
る
場
合
は
積
極
的
に
参

加
、
協
力
し
て
い
く
。

小
さ
く
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ

ん
の
命
と
健
や
か
な
成
長

を
守
る
た
め
、
母
乳
バ
ン
ク
の
認
知

度
向
上
や
、
こ
れ
を
取
り
扱
う
医
療

機
関
の
拡
大
に
向
け
た
支
援
を
行
う

べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

＊

ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
は
、
食

品
や
医
薬
品
の
い
ず
れ
に

も
位
置
付
け
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
課
題
で
あ
る
た
め
、
安
全
確
保

の
仕
組
み
や
安
定
供
給
の
た
め
の
調

査
研
究
が
国
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

現
時
点
で
指
針
な
ど
も
示
さ
れ
て
い

な
い
状
況
な
ど
が
あ
る
。
本
市
と
し

て
は
、
ド
ナ
ー
ミ
ル
ク
や
母
乳
バ
ン

ク
に
対
し
、
医
療
提
供
体
制
の
観
点

か
ら
、
特
定
の
医
療
機
関
に
支
援
金

な
ど
を
交
付
す
る
こ
と
や
、
母
乳
バ

ン
ク
の
有
効
性
の
周
知
な
ど
に
つ
い

て
、
国
や
県
の
動
向
を
注
視
し
て
い

き
た
い
。

子
ど
も
た
ち
の
安
全
で
快

適
な
教
育
環
境
を
守
る
た

め
、
新
設
校
の
入
札
不
調
に
伴
う
沼

影
小
学
校
の
ト
イ
レ
洋
式
化
の
早
期

対
応
と
、
今
後
の
修
繕
の
方
向
性
に

つ
い
て
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

沼
影
小
学
校
は
当
初
、
令

和
10
年
度
に
校
舎
解
体
を

予
定
し
て
い
た
た
め
、
ト
イ
レ
洋
式

化
事
業
の
対
象
外
で
あ
っ
た
が
、
学

校
や
保
護
者
か
ら
の
要
望
や
老
朽
化

を
踏
ま
え
、
改
善
の
必
要
性
を
強
く

認
識
し
て
い
る
。
今
年
度
は
日
常
的

に
使
用
す
る
小
便
器
や
手
洗
い
場
の

修
繕
に
併
せ
て
、
可
能
な
限
り
洋
式

化
を
実
施
し
、
令
和
９
年
度
に
は
学

校
や
保
護
者
の
ご
意
見
な
ど
を
伺
い

な
が
ら
、
よ
り
迅
速
に
洋
式
化
を
進

め
て
い
く
。
ト
イ
レ
以
外
の
施
設
も
、

不
具
合
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
速
や

か
に
修
繕
を
行
い
、
安
心
し
て
学
べ

る
環
境
を
確
保
し
て
い
く
。

沼
影
小
学
校
の
ト
イ
レ
整
備

洋
式
化
と
修
繕
の
方
向
性
は

卵
子
凍
結
へ
の
助
成
で

働
く
女
性
の
選
択
肢
拡
大
へ

高
次
脳
機
能
障
害
の
理
解
促
進
へ

法
律
の
周
知
に
向
け
た
取
組
を

母
乳
バ
ン
ク
の
認
知
度
向
上
と

医
療
機
関
の
拡
大
に
向
け
た
支
援
は

福
祉
・
保
健
・
医
療

＊ ドナーミルク
母乳の余裕がある母親から寄付された母乳を、安全性を確認
したうえで冷凍保存したもので、主に早産児や極低出生体重
児に提供するための母乳。

各
区
役
所
や
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど
で

高
次
脳
機
能
障
害
者
支
援
法
の
周
知
チ
ラ
シ
を
配
布
中

教
育
・
文
化
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「
さ
い
た
ま
市
い
じ
め
問

題
再
調
査
委
員
会
に
よ
る

再
調
査
」に
関
す
る
被
害
者
側
の
所
見

に
つ
い
て
、
市
教
育
委
員
会
は
ど
の

よ
う
に
受
け
止
め
て
い
る
の
か
、
見

解
を
伺
う
。保

護
者
お
よ
び
ご
本
人
か

ら
提
出
さ
れ
た
所
見
に
示

さ
れ
た
お
気
持
ち
は
切
実
で
あ
り
、

深
い
心
情
の
表
れ
と
し
て
、
真
摯
に

受
け
止
め
て
い
る
。
本
件
に
つ
い
て

は
、
再
調
査
委
員
会
に
よ
る
客
観
的

な
検
証
が
す
で
に
行
わ
れ
て
お
り
、

提
言
や
所
見
、
関
連
資
料
を
総
合
的

に
精
査
、
検
討
し
、
学
校
主
体
調
査

の
手
続
き
な
ど
、
改
善
す
べ
き
点
を

明
確
に
し
た
う
え
で
、
再
発
防
止
に

向
け
た
取
組
を
進
め
て
い
る
。
提
出

い
た
だ
い
た
所
見
に
つ
い
て
も
、
単

な
る
公
表
に
と
ど
ま
ら
ず
、
必
要
な

事
項
に
お
い
て
は
教
育
委
員
会
と
し

て
検
討
に
反
映
し
て
い
る
。

入
札
不
調
の
武
蔵
浦
和
義

務
教
育
学
校
建
設
予
定
地

を
、
工
事
が
始
ま
る
ま
で
の
間
、
地

域
の
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
イ
ベ
ン

び
の
び
希ゆ

め望
プ
ラ
ン
」で
子
ど
も
・
若

者
の
居
場
所
の
創
出
を
重
点
施
策
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
具
体
的
な
取
組

と
し
て
、子
ど
も
家
庭
総
合
セ
ン
タ
ー

を
設
置
し
、
屋
根
付
き
運
動
場
、
ダ

ン
ス
や
バ
ン
ド
の
ス
タ
ジ
オ
な
ど
を

整
備
し
居
場
所
と
し
て
機
能
さ
せ
て

い
る
。
ま
た
市
内
18
か
所
に
児
童
セ

ン
タ
ー
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
令

和
7
年
度
に
子
ど
も
・
若
者
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
し
た
。
今
後
、
若

者
の
現
状
や
ニ
ー
ズ
の
把
握
を
検
討

し
、
公
共
施
設
の
統
廃
合
な
ど
を
見

据
え
、既
存
施
設
の
利
活
用
を
前
提
に
、

そ
の
必
要
性
や
設
置
の
可
能
性
の
検

討
を
進
め
て
い
く
。

ト
の
開
催
な
ど
、
暫
定
開
放
し
て
生

か
す
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

更
地
と
な
っ
て
い
る
用
地

の
活
用
は
、
安
全
確
保
や

維
持
管
理
の
観
点
か
ら
、課
題
が
あ
る
。

特
に
不
特
定
多
数
の
子
ど
も
た
ち
が

利
活
用
す
る
場
合
、
事
故
防
止
や
安

全
に
利
用
す
る
た
め
の
整
地
の
必
要

性
な
ど
、
慎
重
な
検
討
を
要
す
る
事

項
が
多
く
あ
る
。
整
地
な
ど
の
対
応

は
、
建
設
工
事
の
開
始
時
期
と
も
密

接
に
か
か
わ
る
た
め
、
現
時
点
で
は

直
ち
に
具
体
的
な
活
用
方
法
を
示
せ

る
段
階
に
は
な
い
。
ま
ず
新
た
な
学

校
整
備
事
業
の
早
期
実
現
に
全
力
で

取
り
組
み
、
そ
の
う
え
で
事
業
の
進

捗
状
況
な
ど
を
勘
案
し
、
丁
寧
に
検

討
し
て
い
く
。 

公
共
施
設
の
再
編
・
更
新

を
機
に
、
中
高
生
な
ど
の

た
め
の
支
援
拠
点
と
な
る「
次
世
代
型

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
」の
創
設
に
向
け
、

具
体
的
か
つ
全
庁
的
な
検
討
を
求
め

る
が
、
市
の
見
解
は
。

本
市
で
は「
第
3
期
さ
い

た
ま
子
ど
も
・
青
少
年
の

武
蔵
浦
和
の
義
務
教
育
学
校

建
設
予
定
地
の
暫
定
開
放
を

令
和
９
年
度
の
県
立
高
校

の
入
試
は
、
全
受
験
生
へ

の
面
接
な
ど
大
き
く
変
わ
る
。
不
登

校
や
配
慮
を
要
す
る
生
徒
も
含
め
、

生
徒
・
保
護
者
へ
の
支
援
を
ど
う

行
っ
て
い
く
の
か
、
見
解
を
伺
う
。

教
育
委
員
会
で
は
、
制
度

改
正
の
趣
旨
を
各
学
校
に

十
分
浸
透
さ
せ
、
生
徒
や
保
護
者
へ

迅
速
か
つ
正
確
な
情
報
を
届
け
、
適

切
な
進
路
指
導
が
行
わ
れ
る
よ
う
、

中
学
校
長
会
と
も
連
携
を
強
化
し
学

校
へ
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。
特
に
、

面
接
や
自
己
評
価
資
料
の
作
成
は
、

進
路
指
導
主
事
な
ど
の
研
修
会
を
通

じ
て
学
校
間
で
指
導
に
差
が
生
じ
な

い
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
。
ま
た
、

不
登
校
や
長
期
欠
席
の
生
徒
な
ど
を

含
め
、
個
々
の
状
況
に
寄
り
添
っ
て

進
路
指
導
が
行
わ
れ
、
す
べ
て
の
生

徒
が
安
心
し
て
受
験
に
臨
め
る
よ
う
、

学
校
へ
の
支
援
の
一
層
の
充
実
に
努

め
て
い
く
。

中
高
生
な
ど
へ
の
支
援
拠
点
に

サ
ー
ド
プ
レ
イ
ス
創
設
の
検
討
を

い
じ
め
問
題
の
再
調
査
結
果

被
害
者
側
の
所
見
へ
の
見
解
は

議員の
市の

6月定例会「一般質問」ダイジェスト

セ
ン
タ
ー
に
整
備
し
た
バ
ン
ド
ス
タ
ジ
オ

中
高
生
年
代
の
居
場
所
と
し
て
も
機
能

新
た
な
県
立
高
校
入
学
試
験

生
徒
・
保
護
者
へ
の
支
援
は

08saitama city council No.108



輪
場
の
用
地
の
確
保
は
、
多
額
の
費

用
や
合
意
形
成
に
時
間
を
要
す
る
こ

と
な
ど
か
ら
、
よ
り
早
期
の
課
題
解

決
に
向
け
、
民
営
駐
輪
場
建
設
補
助

金
の
活
用
に
よ
り
、
民
有
地
内
で
の

駐
輪
場
整
備
を
促
進
し
、
ま
た
、
市

営
北
浦
和
自
転
車
駐
車
場
の
案
内
を

す
る
な
ど
、
問
題
意
識
を
持
っ
て
対

応
し
て
い
き
た
い
。

埼
玉
新
都
心
線
さ
い
た
ま

見
沼
＊
I
C
か
ら
東
北
自

動
車
道
に
連
結
し
、
そ
の
先
の
岩
槻

区
笹
久
保
地
区
付
近
に
I
C
を
設
置

す
る
計
画
を
国
土
交
通
省
、
埼
玉
県
、

本
市
が
共
同
発
表
し
た
が
、
進
捗
は
。

こ
れ
ま
で
の
進
捗
と
し
て
、

令
和
7
年
8
月
に
第
3
回

地
元
検
討
会
を
開
催
し
、2
つ
の
ル
ー

ト
帯
案
が
審
議
さ
れ
、
公
表
し
た
。

そ
の
後
、
地
域
の
意
見
を
聞
く
た
め

に
、
令
和
7
年
10
月
か
ら
令
和
8
年

3
月
に
か
け
て
、
ル
ー
ト
帯
案
に
関

す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
や
オ
ー
プ
ン
ハ
ウ

ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
を
実
施

し
た
。
今
年
度
は
、
引
き
続
き
、
国
・

県
と
連
携
し
て
、
地
域
と
の
コ
ミ
ュ

宮
ヶ
谷
塔
地
区
の「
道
の

駅
」開
設
延
期
・
手
法
変
更

理
由
と
市
長
の
決
意
は
。
ま
た
、
食

肉
市
場
移
転
予
定
地
へ「
道
の
駅
」と

連
携
さ
せ
た
全
天
候
型
公
園
施
設
の

整
備
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。   

開
設
時
期
の
遅
れ
は
、
食

肉
市
場
移
転
再
整
備
の
事

業
精
査
や
物
価
高
騰
に
よ
る
事
業
費

増
加
な
ど
に
対
し
、
財
源
確
保
の
検

討
・
整
理
を
慎
重
に
行
っ
た
た
め
で

あ
り
、
整
備
手
法
の
変
更
は
、
市
単

独
型
に
変
更
す
る
こ
と
で
早
期
開
設

が
図
ら
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
た
め

で
あ
る
。
今
年
度
は
、
令
和
9
年
度

か
ら
の
用
地
買
収
に
向
け
、
土
地
評

価
業
務
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
お

り
、
す
で
に
地
権
者
へ
の
説
明
会
を

開
催
し
た
。
令
和
15
年
度
の
供
用
開

始
に
向
け
可
能
な
限
り
早
期
開
設
が

図
れ
る
よ
う
努
め
て
い
く
。
食
肉
市

場
移
転
を
予
定
し
て
い
た
エ
リ
ア
は
、

道
の
駅
と
の
連
携
に
よ
る
相
乗
効
果

が
図
れ
る
よ
う
、
様
々
な
可
能
性
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

台
風
6
号
で
冠
水
、
浸
水

被
害
が
あ
っ
た
。
現
在
着

手
し
て
い
る
工
事
な
ど
も
あ
る
が
、

気
候
変
動
の
影
響
も
踏
ま
え
、
組
織

改
編
し
た
建
設
局
の
河
川
、
下
水
道
、

治
水
へ
の
取
組
に
つ
い
て
伺
う
。

昨
今
、
全
国
規
模
で
ゲ
リ

ラ
豪
雨
な
ど
に
よ
る
甚
大

な
被
害
が
多
発
し
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
も
流
域
治
水
の
取
組
の
充
実

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
本

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
市
街
化
区
域
の

排
水
路
は
下
水
道
部
署
が
、
市
街
化

調
整
区
域
の
排
水
路
は
河
川
部
署
が

所
管
し
て
い
た
が
、
令
和
8
年
度
の

組
織
改
正
で
下
水
道
河
川
部
と
し
て

指
示
・
命
令
系
統
を
一
本
化
し
た
。

治
水
対
策
に
つ
い
て
は
、
現
在
も
取

り
組
ん
で
い
る
が
、
雨
水
流
出
抑
制

指
導
や
普
通
河
川
・
排
水
路
管
理
事

業
な
ど
今
後
も
組
織
が
一
体
と
な
っ

て
治
水
対
策
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

駅
前
大
規
模
駐
輪
場
が
7

月
末
で
閉
鎖
さ
れ
る
。
西

口
の
市
営
駐
輪
場
へ
の
誘
導
や
民
間

へ
の
補
助
金
だ
け
で
な
く
、
自
転
車

ま
ち
づ
く
り
を
う
た
う
本
市
が
危
機

感
を
持
っ
て
取
り
組
む
べ
き
で
は
。

近
年
の
傾
向
と
し
て
、
駐

輪
場
の
機
械
化
な
ど
が
進

展
し
、
民
間
駐
輪
場
の
施
設
数
が
増

加
し
て
い
る
た
め
、
市
営
に
と
ら
わ

れ
ず
、
民
間
活
力
を
生
か
し
た
駐
輪

場
の
整
備
促
進
が
有
効
と
考
え
る
。

北
浦
和
駅
東
口
で
の
新
た
な
市
営
駐

経
済
・
産
業

北
浦
和
駅
東
口
の
駐
輪
場
閉
鎖

市
は
危
機
感
を
持
っ
た
対
応
を

組
織
改
編
し
た
建
設
局

河
川
、
下
水
道
、
治
水
へ
の
取
組
は

核
都
市
広
域
幹
線
道
路

ル
ー
ト
帯
案
を
早
期
確
定
す
べ
き

道
の
駅
開
設
に
向
け
た
取
組
と

食
肉
市
場
移
転
予
定
地
の
活
用
法
は

議員の
市の

6月定例会「一般質問」ダイジェスト

駅
や
周
辺
施
設
利
用
者
の
需
要
に
応
え
う
る

駐
輪
場
の
整
備
が
求
め
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
・
環
境

＊ IC
インターチェンジ
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両
駅
の
中
間
に
位
置
す
る

新
駅
の
設
置
は
、
大
変
重

要
な
意
義
を
有
し
、
市
民
の
利
便
性

向
上
に
寄
与
す
る
と
考
え
て
お
り
、

武
蔵
野
線
旅
客
輸
送
改
善
対
策
協
議

会
と
県
が
取
り
ま
と
め
る
鉄
道
整
備

要
望
を
通
じ
、
毎
年
鉄
道
事
業
者
に

対
し
て
要
望
し
て
い
る
。
一
方
で
、

鉄
道
事
業
者
か
ら
は
、
新
駅
設
置
に

伴
い
増
加
が
見
込
ま
れ
る
運
営
費
な

ど
を
上
回
る
運
輸
収
入
の
確
保
が
必

要
と
の
見
解
が
示
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
経
費
削
減
に
係
る
提
案
は
、
大

変
有
用
な
考
え
方
の
た
め
、
今
後
の

鉄
道
事
業
者
に
対
す
る
要
望
事
項
に

加
え
て
い
き
た
い
。

進
め
て
い
き
た
い
。

交
通
空
白
地
域
の
解
消
の

た
め
、
市
が
主
導
し
て
、

医
療
・
福
祉
・
教
育
な
ど
の
多
様
な

事
業
者
と
協
業
・
共
創
で
、
移
動
・

輸
送
手
段
を
最
大
化
す
る
取
組
を
推

進
し
て
は
ど
う
か
。

地
域
公
共
交
通
の
維
持
・

確
保
に
向
け
て
は
、
行
政
、

交
通
事
業
者
に
加
え
、
企
業
や
地
域

団
体
な
ど
多
様
な
主
体
が
連
携
・
協

働
す
る
共
創
の
取
組
が
ま
す
ま
す
重

要
で
あ
る
。
令
和
7
年
度
に
は
、
国

の
モ
ビ
リ
テ
ィ
人
材
育
成
事
業
を
活

用
し
た
、
生
活
圏
交
通
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
育
成
事
業
を
実
施
し
た
。
今
後
に

つ
い
て
も
、生
活
圏
交
通
プ
ラ
ン
ナ
ー

の
方
々
に
活
躍
い
た
だ
く
こ
と
も
見

据
え
な
が
ら
、
地
域
特
性
を
踏
ま
え

た
持
続
可
能
な
協
業
・
共
創
モ
デ
ル

の
導
入
の
可
能
性
に
つ
い
て
、
研
究

し
て
い
き
た
い
。

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
結
果
を
取
り

ま
と
め
、
1
ル
ー
ト
帯
案
へ
絞
り
込

ん
だ
概
略
計
画
案
を
策
定
し
、
第
4

回
地
元
検
討
会
の
開
催
に
向
け
て
調

整
し
て
い
く
。

岩
槻
区
民
が
強
く
要
望
す

る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
・

乗
合
タ
ク
シ
ー
の
充
実
。
例
年
イ
ベ

ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
2
月
下
旬
土
曜

日
か
ら
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
試

験
運
行
を
提
案
す
る
が
、
見
解
は
。

昨
年
度
、
岩
槻
区
で
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に

よ
り
、
土
日
運
行
に
対
す
る
一
定
の

需
要
が
確
認
さ
れ
た
た
め
、
現
在
、

今
年
度
内
の
試
験
運
行
に
向
け
て
調

整
を
進
め
て
い
る
。
ま
た
、「
人
形
の

ま
ち
岩
槻
ま
ち
か
ど
雛
め
ぐ
り
」
に

合
わ
せ
た
土
日
運
行
は
、
イ
ベ
ン
ト

来
訪
者
の
利
用
に
よ
り
通
常
時
を
上

回
る
需
要
が
見
込
ま
れ
、
施
策
検
討

に
資
す
る
有
効
な
デ
ー
タ
の
取
得
が

期
待
で
き
る
。
そ
の
た
め
、
社
会
実

験
も
兼
ね
た
臨
時
運
行
と
し
て
、
こ

の
期
間
を
軸
に
、
運
行
事
業
者
を
は

じ
め
と
す
る
関
係
者
と
鋭
意
協
議
を

（
仮
称
）大
宮
警
察
署
跡
地

公
園
の
整
備
事
業
の
状
況

は
。
ま
た
、
近
く
に
あ
る
中
山
道
の

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
は
エ
レ
ベ
ー
タ
ー

の
設
置
が
必
要
で
あ
り
、
調
査
費
も

計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
進
捗
は
。

（
仮
称
）大
宮
警
察
署
跡
地

公
園
に
つ
い
て
は
、
現
在
、

県
と
令
和
9
年
度
の
用
地
取
得
を
目

標
に
調
整
を
続
け
て
お
り
、
用
地
取

得
後
速
や
か
に
事
業
を
開
始
で
き
る

よ
う
準
備
を
進
め
て
い
る
。
中
山
道

ア
ン
ダ
ー
パ
ス
に
つ
い
て
は
、
公
園

利
用
者
を
は
じ
め
、
道
路
利
用
者
に

と
っ
て
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
こ
の
た
め
、
現
在
、
調

査
業
務
の
発
注
準
備
を
進
め
て
お
り
、

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
必
要
性
や
実
現
可

能
な
整
備
手
法
に
つ
い
て
検
討
を
進

め
て
い
く
。南

浦
和
・
東
浦
和
駅
間
へ

の
新
駅
設
置
要
望
に
対
し
、

市
の
認
識
と
必
要
性
を
伺
う
。
コ
ス

ト
削
減
策
と
し
て
、
A
I
カ
メ
ラ
な

ど
で
安
全
を
確
保
し
た
無
人
駅
の
設

置
検
討
に
つ
い
て
、
市
の
見
解
は
。

公
園
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
必
要
な

エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
の
進
捗
状
況
は

公
民
連
携
に
よ
る
移
動
支
援
へ

協
業
・
共
創
で
の
取
組
推
進
を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
土
日
運
行

イ
ベ
ン
ト
に
合
わ
せ
た
実
施
を

南
浦
和
駅
を
発
ち
、
東
浦
和
駅
へ
と
走
る
武
蔵
野
線

両
駅
の
中
間
に
新
駅
の
設
置
が
望
ま
れ
る

地
域
住
民
の
新
駅
設
置
の
要
望

コ
ス
ト
削
減
策
を
提
案

10saitama city council No.108



お 知 ら せ

さい たま 市 議 会 からの

　会派の構成が変わりました
会派名の変更、会派の異動に伴い、会派の構成が次のとお
りになりました。

　議員の表彰
永年にわたり市政発展に尽くされた功績に対し、全国・埼
玉県の各市議会議長会から、次の議員が表彰されました。

15年表彰 帆足 和之 議員 江原 大輔 議員
渋谷 佳孝 議員 伊藤　 仕 議員
西山 幸代 議員 小柳 嘉文 議員
久保 美樹 議員 浜口 健司 議員

　政務活動費に関する研修会を
　実施しました
政務活動費の適正な支出と透明性の確保の観点から、令和
8年5月28日に議員などを対象とした研修会を行いました。

会派名 所属議員数

令和8年7月1日現在

自由民主党さいたま市議会議員団 18人
立憲・国民・無所属の会さいたま市議団 12人
公明党さいたま市議会議員団 11人
日本共産党さいたま市議会議員団 6人
日本維新の会さいたま市議団 4人
無所属みらい 2人
無所属（会派に所属していない議員） 6人
 合計59人

◎…委員長  ○…副委員長　令和8年6月25日現在委員会の紹介
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本会議・委員会の傍聴インターネット中継
会議を生中継・録画配信して
います。パソコンやスマート
フォンなどから
ご覧ください。
※現在、区役所ロビー
での放映は行っており
ません。

開催日当日、議会棟３階
で受付しています。

※手話通訳・要約筆記を
ご希望の方は、7日前まで
に議事課にご連絡くださ
い(Fax.829-1984)。会期日程は、ホームページをご覧く

ださい。くわしくは議事課までお問い
合わせください（Tel.829-1753）。

さいたま市議会
X（旧Twitter）

（議席順）

9月2日（水）～
次の定例会は

今号のトピックスでは、委員会におけるさいたま市議会ならで
はの取組である議案外質問をご紹介しました。市民の皆様か
らの相談などをもとに、生活に身近なテーマや地域の課題に
ついて、自由度の高い活発な議論が行われています。ぜひ市議
会の委員会活動にもご注目ください。
まだまだ暑い日が続きます
が、お体に気を付けて、健や
かに夏をお過ごしください。

編集後記 議会広報編集委員会

［委員長］ ［副委員長］

［ 委 員 ］

議長　高子　景 副議長　添野ふみ子

堤 日出喜 相川綾香 堀川友良
池田めぐみ 佐藤真実 関 ひろみ
石関洋臣 吉田一志 萩原章弘

ロクマルへの感想を
お聞かせください
感想はこちらから　

表紙では、さいたま市内各区の
日常を懐かしさを覚えるような
情景として切り取ります。

今号の表紙は

中央区
今号は、与野公園の夏の風景
を描きました。じゃぶじゃぶ池
で元気に水遊びをする子ども
たち。奥にある緑に囲まれた
ベーカリーカフェでは、穏やか
な時間が流れています。

KEYWORD ロクマル
キーワード

6月定例会の中から気になる言葉を取り上げ、
解説します。

高次脳機能障害者支援法

高次脳機能障害支援の新たな国の枠組み
高次脳機能障害は、事故や病気による脳の損傷が原因で、記憶・注意・
遂行機能・感情のコントロールや社会的行動に困難が生じる外見から
はわかりづらい「見えない障害」です。令和7年12月に「高次脳機能障
害者支援法」が成立し、令和8年4月から施行されました。国は、医療・
リハビリから日常生活の支援、就労支援までを切れ目なく受けられる
体制を全国で整備し、地域での自立と社会参加を後押しする仕組みづ
くりを進めており、支援環境の整備が図られています。

当事者と家族を支える市の相談体制と支援ネットワーク
本市では、高次脳機能障害者支援センターを設置し、当事者の方とそ
のご家族に対する支援体制の充実に向けて、個別の相談支援に加え
て、研修開催や普及啓発、支援機関のネットワークづくりなどに取り組
んでいます。当事者・家族支援として、高次脳機能障害者が集い、障害
について学び、経験や気持ちの分かち合いを通じて、自分らしく社会生
活を送れるように支援する「当事者グループ」を行うほか、隔月の第4
月曜に地域相談会を開催するなど、様々な活動を行っています。
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この議会広報紙は662,600部作成し、1部当たりの作成経費は12円です（企画編集の経費を含みます）。

市議会のくわしい情報は、さいたま市議会ホームページをご覧ください。 検索さいたま市議会

毎定例会後、テレビ埼玉で放送しています。放送日時は秘書課
までお問い合わせください(Tel.829-1748)。
市議会ホームページやYouTubeでいつでも視聴できます。

テレビ番組「ようこそさいたま市議会へ」 




